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チンギス・ハーン祭祀に関する金書数種
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モンゴルにはチンギス・ハーン祭祀がある。このチンギス・ハーン祭祀はまた「八白宮祭祀」とも呼
ばれ，全モンゴルの統合を象徴する政治祭祀である（写真１）。かつては大ハーンの即位の礼も祭殿八白
宮の前で行われていた，とモンゴル語の年代記は伝えている１。

チンギス・ハーン祭祀の指針書を「金書（Altan Bičig ）」と呼ぶ。従来は秘匿して外部に見せようと
せずに，祭祀者（darqad）とチンギス・ハーンの直系子孫の貴族たちのみが閲覧可能であった。ただ，祭
祀の時にはその一部が朗誦されていた（写真２）。南モンゴルが中国に占領され，いわゆる内モンゴル自
治区が成立してから，八白宮の祭祀は禁止され，祭祀者も解散される運命をたどった。そのような貴重
な「金書」を私は探し求めつづけ，持続的に公開してきた２。

１	 チンギス・ハーン祭祀については，楊海英著『チンギス・ハーン祭祀――試みとしての歴史人類学的再構成』（風響社,	
2004）を参照されたい。
２	 私が今までに公開した「金書」は以下の通りである。楊海英『「金書」研究への序説』（国立民族学博物館調査報告７,	

写真１　チンギス・ハーンの祭殿八白宮。1992年春撮影
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今回，新たに公開する「金書」は四種ある。
まず，歴史学者エドケシク３（Edükesig,	1926～?,	義都合西格）の

「金書」である。エドケシクの「金書」を私は「Eテキスト」と
呼ぶ。これには以下のような内容が含まれている。ページ数は
オリジナル・テキスト内のものを指す。

１．Qar-a	Sülde-yin	öčig,	p2-5.
２．Altan	Ordu-yin	ɣolumtad-un	yeke	öčig,	p5-7.
３．Ordu-yin	ɣolumtan-u	baɣ-a	öčig,	p7-8.
４．Dotur-a-yin	tügel	tügekü-yin	yosun,	p8.
５．Ötge-yin	yeke	öčig,	p8-23.
６．Tngri-yin	kelen-ü	daɣu,	p24-30.
７．Arslan	boɣda	ejen-ü	arban	qoyar	daɣu,	p31.
８．Temujin	boɣda	Činggis	Qaɣan-u	yeke	altan	tügel,	p31-42.
９．Altan	Ordu-yin	miliyaɣud,	p42-45.
10．Yeke	alba,	p45-46.
11．Dörben	čaɣ-un	qorim-un	alba,	p46-47.
12．Ejen-ü	kereg-ün	qaɣuli,	p47.
13．Abai-yin	irügel,	p48.

以上のような13の部分であるが，奥付によると，同金書は「大
清国康熙61年（1722）秋の最初の月（７月）に書写された」と
している。これは私が1998年に公開した「オーノス本金書」の
一部と同じである４。

次はオーノスの「金書」で，こちらを「Oテキスト」と呼ぶ。
私が従来，複数回にわたってオーノスが所蔵する「金書」など
を公開してきたが，今回はそれらの整理から漏れたものである。
この「Oテキスト」はBoɣda	Činggis-un	takiɣa-yin	yeke	daɣuで
ある。

第三はサインジャラガル（Sayinjirɣal,	1936～2021,	写真３）の「金
書」で，私はこちらを「Sテキスト」と名付ける。サインジャ
ラガルはチャハル盟の出身で，1957年からずっとオルドスのエ
ジンホロー旗に務めてきた。その間に彼は八白宮の祭祀者と共
に名著『黄金オルドスの祭祀』を上梓した５。私はサインジャ
ラガルから2003年７月23日に貴重な「金書」を譲り受けた。サ

1998），Qurčabaɣatur	&	Oɣunus	Čoɣtu,	Činggis Qaɣan-u Altan Bičig,	Öbür	Mongɣul-un	Soyul-un	Keblel-ün	Qoriy-a,	2001;	
楊海英「新しく発見された『金書』について」『日本モンゴル学会紀要』第33号，楊海英「鄂爾多斯蒙古人俄尼斯所珍藏

《金書》」『アジア研究』（静岡大学人文学部・アジア研究プロジェクト,	2006）などである。
３	『内蒙古人名録』（内蒙古大学出版社,	1987:	157-158）によると，エドケシクはジェリム盟ホルチン左翼中旗の出身で，
1957年から内モンゴル歴史語文研究所歴史研究室主任に任じられている。1972年にはオルドスのウーシン旗党委員会副書
記にとして転出し，後にオルドスの文化藝術聯合会副主席になっている。尚，このテキストを私は同自治区の匿名希望の
研究者から譲り受けた。
４	 前掲『「金書」研究への序説』（1998:	72,	207）。
５	 Sayinjirɣal	&	Šaraldai,	1983,	Altan Ordun-u Tayilɣ-a,	Ündüsten-ü	Keblel-ün	Qoriy-a.	尚，サインジャラガルにはまた『モ
ンゴルの祭祀文化』（Mongɣul Takilɣ-a,	2001,	Ündüsten-ü	Keblel-ün	Qoriy-a）などがある。

写真３　民族学者サインジャラガル氏

写真２　八白宮の祭祀で朗誦される「金
書」。1992年春撮影
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インジャラガルの「金書」は二種類あるので，そのうちの一つを「S1	テキスト」とし，もう一つを「S2	
テキスト」とする。そのうち「S1	テキスト」はタイトルがなく，主として以下のような内容がある。

１．Čaɣan	sarayin	sineyin	nigen-ü	takilɣ-a
２．Γurban	sarayin	qorin-u	takilɣ-a
３．Γurban	sarayin	qorin	nigen-ü	takilɣ-a
４．Naiman	sarayin	sineyin	naiman	miliyaɣud-un	takilɣ-a
５．Naiman	sarayin	arban	tabun-du	(yabuɣdaqu)	takilɣ-a
６．Arban	sarayin	arban	dörben-e	sülde-yin	takilɣ-a
７．Namur-un	segül	sarayin	arban	nigen-ü	takilɣ-a
８．Namur-un	segül	sarayin	arban	qoyar-un	takilɣ-a
９．Ebülün	ekin	sarayin	sineyin	qoyar-un	takilɣ-a
10．Ebülün	ekin	sarayin	sineyin	naiman-a	takilɣ-a
11．Γal-un	takilɣ-a-yin	irügel
12．Öčüg-ün	sudur	(Yeke	Öčüg)

以上は八白宮の祭祀に関するマニュアルである。具体的に各種の儀礼をどのような手順で進め，どん
な供物を捧げ，如何なる「金書」を唱えるべきかが詳細に記されている。

もう一つ，「S2	テキスト」のタイトルはAltan	Ordun-u	tayilɣ-a-yin	öčig	irügel	orusibaiで，なかには以
下の内容がある。

１．Ejen	sang
２．Ejen	sang-un	rasi
３．Sülde-yin	sang
４．Qutuɣ	miliyaqu	irügel
５．Činggis-un	Altan	ordun-u	miliyaɣud-un	irügel
６．Yire	yisün	čaɣaɣčin	gegün-ü	sün	sačulai-yin	irügel
７．Batu	jel-e-yin	irügel
８．Γadan-a-yin	irügel
９．Dotur-a-yin	irügel
10．Sibsilgen	qonin-u	irügel
11．Jutai-yin	irügel
12．Činggis-un	dalalɣ-a-yin	daɣuu

以上は主として各種の儀礼の場で唱えるテキストである。
最期は内モンゴル自治区図書館のテキストで，これを「Tテキスト」とする６。それは以下のような二

つの内容からなる。

１．Sačuli
２．Morin	erdeni-yin	irüger

６	 このテキストを私は同自治区に住む，匿名希望の研究者から譲り受けた。



― ―60

Sačuliは八白宮の祭祀において，天に「九×九」即ち八十一回にわたって白き牝馬の乳を捧げる儀礼
の際に吟唱するテキストである。この儀礼は民間でも盛んに行われていた。「Tテキスト」は前半が馬乳
の振り撒き用のテキストで，後半は駿馬を褒めたたえる内容で，競馬の際に使われたものであろう。モ
ンゴルの牧畜儀礼が持つ政治祭祀的な側面を物語るテキストである７。

近年，チンギス・ハーン祭祀に関する研究は盛んになっている。特にイタリアのモンゴル学者エリザ
ベト・キョードー女史は多くの「金書」について検討し，それに即した研究論文を公開している８。今
後は「金書」そのものに関する歴史学・文献学的研究と八白宮の儀礼に関する人類学的研究の深化，そ
して両者の結合が期待されている。

７	 チンギス・ハーン祭祀の「金書」はオルドスだけでなく，ウラーンチャブ盟ダルハンムーミンガン旗で維持されてきた
チンギス・ハーンの弟，ハサルの祭殿からも発見されている（Dorungɣ-a,	Činggis Qaɣan-u Takil-un Sudur Orusiba,	Öbür	
Mongɣul-un	Arad-un	Keblel-ün	Qoriy-a,	1998）。それは，モンゴルの祭祀が八白宮の「金書」に即して祭祀活動を実施し
ていたからである。
８	 Chiodo,	Elisabetta,	“The	Book	of	the	Offerings	to	the	Holy	Činggis	Qaɣan”,	A	Mongolian	Ritual	Text,	in	Zentralasiatische 
Studien,	22,	1993,	pp.191-144;	History	and	Legend:	The	Nine	Paladins	of	Činggis	(Yisün	Örlüg)	According	to	the	“Great	
Prayer”	(Yeke öčig ),	Ural- Altaische Jahrbücher,	N.	F,	13,	1994,	pp.175-225.
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Eテキスト
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